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・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
２
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継
続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
２
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
２
年
度
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

　

特
別
会
計
事
故
繰
越
し
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
令
和
２
年
度
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て�

了
承

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て�

同
意

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て�

異
議
な
い
旨
答
申

【
建
設
委
員
会
関
係
・
３
議
案
】�

全
て
可
決

・
み
な
く
る
広
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
市
営
住
宅
明
渡
し
等
請
求
事
件
）（
※
）

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
（
前
新
田
旧
排
水
機
場
明
渡
し
等

　

請
求
事
件
）（
※
）

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
１
議
案
】�

可
決

・
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
関
係
・
１
議
案
】�

可
決

・
令
和
３
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
※
）

【
請
願
・
４
議
案
】

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進
に
関
す
る
請
願
（
※
）�

採
択

・
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
２
割
化
を
や
め
る
よ
う
国
に
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
請
願
（
※
）�

不
採
択

・
消
費
税
率
５
％
へ
の
引
き
下
げ
を
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
（
※
）

�

不
採
択

・
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
が
署
名
・
批
准
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
の

　
提
出
を
求
め
る
請
願
（
※
）�

不
採
択

【
追
加
上
程
・
１
議
案
】�

可
決

・
令
和
３
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
決
結
果
一
覧
表　
（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

委
員
会
の
動
き

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
請
願
の
審
査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
２
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継

続
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　
継
続
費
と
は
、
数
年
度
に
わ
た
り

予
算
を
支
出
す
る
も
の
で
、
完
了
ま

で
に
期
間
を
要
す
る
事
業
に
適
用
し

ま
す
。

　

経
費
の
総
額
や
年
割
額
は
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業

の
進
行
状
況
に
よ
り
、
順
次
繰
り
越

し
て
支
出
し
ま
す
。

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
事
業

・
市
道
01
︱
４
号
線
他
道
路
新
設
改

　
良
事
業

・
市
道
01
︱
40
号
線
他
道
路
新
設
改

　
良
事
業

・
市
道
01
︱
41
号
線
他
道
路
新
設
改

　
良
事
業
（
そ
の
２
）

・
岩
ケ
池
公
園
整
備
事
業

・
市
営
住
宅
長
寿
命
化
整
備
事
業

・
住
吉
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

・
住
吉
小
学
校
擁
壁
改
修
事
業

継
続
費
の
総
額

　
　
　

39
億
５
，
４
３
４
万
６
千
円

令
和
３
年
度
へ
の
繰
越
額

　
　
　

17
億
９
，
８
５
９
万
５
千
円

■
令
和
２
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　

繰
越
明
許
費
と
は
、
天
候
不
順
、

交
渉
の
不
調
な
ど
に
よ
り
事
業
の
完

了
が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
な
ど
、
翌

年
度
に
限
り
予
算
を
繰
り
越
し
て
支

出
で
き
る
も
の
で
す
。

・
道
路
補
修
事
業

・
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
整
備
事
業

・
岩
ケ
池
公
園
整
備
事
業

・
依
佐
美
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

な
ど
40
件

繰
越
総
額

　
　
　

33
億
４
，
２
６
２
万
５
千
円

報

告

案

件

条

例

議

案

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら

報
告
を
受
け
、
28
日
の
本
会
議
に
お

い
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
議
最
終
日

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業
な

ど
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
議
案
が

追
加
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

　
　

３
億
１
，
７
４
３
万
８
千
円

補
正
後
の
予
算
（
一
般
会
計
）

　

６
０
１
億
４
，
２
８
９
万
９
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

９
４
１
億
５
，
８
９
９
万
２
千
円

【
主
な
事
業
】

　
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
す
。

問　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
は
何
か
。

答　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
と
は
、
起
業
家
、
起
業
支
援

者
、
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
、
公

的
機
関
等
が
結
び
つ
き
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
な
が

ら
、
さ
ら
に
優
れ
た
人
材
や
技
術
、

資
金
を
呼
び
込
み
、
発
展
を
続
け
る

こ
と
で
あ
り
、
生
態
系
に
な
ぞ
ら
え

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等

の
施
設
整
備
に
関
す
る
検
討
調
査
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、

異
な
る
職
業
や
仕
事
を
持
つ
人
た
ち

が
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
、
打

合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
共
有
し
な

補
正
予
算
議
案

企
画
総
務
委
員
会

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組
状
況

問　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
刈
谷

市
の
取
組
状
況
は
。

答　
昨
年
度
か
ら
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
の
新
し
い
技
術
を
活
用
し
、
業

務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る
３
密
回

避
を
図
る
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
や
テ

レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
年
度
は
、
関
係
課
で
構
成
す

る
検
討
部
会
を
設
置
し
、
国
が
策
定

し
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
や
、
デ

ジ
タ
ル
改
革
関
連
の
法
律
等
と
整
合

を
図
り
な
が
ら
、
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進

に
お
け
る
基
本
的
な
方
針
や
推
進
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
避

難
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
産
業
委
員
会

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
み
の
排
出
量

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
庭
ご
み
、

事
業
ご
み
の
量
に
変
化
は
あ
る
か
。

答　
令
和
元
年
度
と
２
年
度
で
比

較
す
る
と
、
家
庭
系
ご
み
は
約
０
．

２
％
の
増
加
、
事
業
系
ご
み
は
約
10
．

４
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ご
み
の
排
出
量
の
変
化
の
原

因
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
。

答　
家
庭
系
ご
み
は
一
時
的
に
増

え
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね

例
年
並
み
の
処
理
量
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
事
業
系
ご
み
は
営
業
自
粛
や

在
宅
勤
務
な
ど
に
よ
り
減
少
し
た
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
職
域
接
種
」「
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

■
み
な
く
る
広
場
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問　
直
近
３
年
間
の
み
な
く
る
広

場
の
使
用
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
は
64
件
、
令
和

元
年
度
は
59
件
、
令
和
２
年
度
は
45

件
と
な
っ
て
い
る
。

問　
使
用
料
区
分
の
変
更
内
容
は
。

答　
現
状
の
午
前
・
午
後
・
夜
間

の
３
区
分
制
か
ら
時
間
単
位
に
改
め

る
こ
と
で
、
短
時
間
で
の
使
用
や
区

分
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
使
用
が

可
能
と
な
り
、
料
金
も
実
際
の
使
用

時
間
に
応
じ
た
も
の
と
な
る
た
め
、

使
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問　
管
理
を
市
直
営
に
し
て
い
る

理
由
は
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
み
な
く
る
広
場
、
刈
谷
駅
北

地
区
広
場
は
共
に
刈
谷
市
の
玄
関
口

に
立
地
し
、
多
様
な
使
用
方
法
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
迷
惑

と
な
ら
な
い
よ
う
市
が
事
前
に
内
容

を
確
認
し
た
上
で
許
可
を
行
う
と
と

も
に
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
迅
速

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市

直
営
の
管
理
と
し
て
い
る
。
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
使
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

■
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
５
月

12
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
に
よ
る
も

の
だ
が
、
関
連
法
の
中
の
ど
の
法
律

に
基
づ
く
も
の
な
の
か
。

答　
今
回
の
一
部
改
正
は
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
伴

う
も
の
で
あ
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
目

的
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
国
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
根
本
的
に
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
直

近
の
交
付
枚
数
は
幾
ら
か
。

答　
令
和
３
年
４
月
末
時
点
で
の

累
計
交
付
枚
数
は
、
４
万
１
，
７
２

４
枚
で
あ
る
。

問　
条
例
改
正
に
よ
り
、
事
務
手

続
な
ど
は
緩
和
さ
れ
る
の
か
。

答　
窓
口
で
の
手
続
は
同
じ
で
あ

る
が
、
手
数
料
を
市
の
会
計
に
入
れ

る
こ
と
な
く
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
に
納
入
す
る
こ
と
に

な
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ

い
て
、
本
人
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、

情
報
開
示
は
行
わ
な
い
か
。

答　
法
に
基
づ
い
て
、
本
人
の
同

意
が
な
い
場
合
は
、
提
供
し
な
い
。

主
な
議
案
６
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

周辺住民などに配慮しながら
にぎわいを創出

（刈谷駅北地区広場）

安心して図書を借り
ることができるよう
図書消毒機を設置

コンビニで住民票の写しなどが
取得できるマイナンバーカード

が
ら
利
用
す
る
施
設
で
あ
り
、
同
じ

場
所
に
集
ま
り
働
く
こ
と
で
、
利
用

者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
、
新
た
な
人
脈
づ
く
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本

事
業
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
等
の
調
査
を

行
い
、
必
要
な
機
能
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
貸
出
閲
覧
管
理
事
業

　

図
書
館
に
図
書
消
毒
機
を
設
置
し

ま
す
。

問　
図
書
消
毒
機
の
仕
様
や
機
能

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
、
１
回
30
秒
の
操
作
で

最
大
６
冊
ま
で
の
消
毒
が
で
き
る
機

種
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
導
入
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
幾
ら
か
。

答　
中
央
、
城
町
及
び
富
士
松
の

各
図
書
館
に
１
台
ず
つ
、
計
３
台
の

消
毒
機
の
購
入
費
用
と
し
て
、
３
０

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
お
り
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、
消
耗
品
の
使

用
頻
度
に
よ
り
増
減
す
る
が
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
は
１
台
当
た
り
年
間
約
５

万
円
と
聞
い
て
い
る
。

問　
実
際
に
図
書
館
の
中
で
は
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
。

答　
消
毒
機
は
、
閲
覧
し
た
り
借

り
た
図
書
を
、
利
用
者
自
ら
が
操
作

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
使
い
方
は
、
機
器
周
辺
に
分
か

り
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設
置
す
る

ほ
か
、
図
書
館
職
員
全
員
が
利
用
方

法
な
ど
を
習
得
し
、
利
用
者
か
ら
の

問
合
せ
に
、
速
や
か
に
お
答
え
で
き

る
体
制
を
取
っ
て
い
く
。
ま
た
、
機

器
の
周
辺
に
手
指
消
毒
液
を
置
く
な

ど
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。

■
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
令
和
３
年
６
月
30
日
に
辞
職
さ
れ
る
た
め
、
後
任
と
し
て
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

加か

藤と
う　

清き
よ

美み　

氏

　

株
式
会
社
ア
イ
シ
ン
常
勤
監
査
役

神か
み

谷や　

美み

紀き

子こ　

氏	

（
３
期
目
）

	
		

東
境
町

増ま
す

本も
と　

立た
つ

也や　

氏	

（
２
期
目
）

	
		

原
崎
町

後ご

藤と
う　

和か
ず

江え　

氏	

（
１
期
目
）

	
		

大
正
町

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。（
任
期
３
年
）

人権擁護委員とは ･･･
　国民に保障されている基本的人権を守るた
め、法務大臣より委嘱されています。市長は
議会の意見を聞き、法務大臣に推薦します。

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明
クラブ

清風
クラブ

無所属
議員の会

日本
共産党
議員団

に
じ
い
ろ
の
会

無
所
属
議
長
副
議
長

加
藤　

幹
樹

揚
張　

慎
一

葛
原　

祐
季

近
藤　

澄
男

渡
邊　

妙
美

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

山
崎　

高
晴

深
谷　

英
貴

中
嶋　

祥
元

佐
原　

充
恭

伊
藤　

幸
弘

黒
川　

智
明

鈴
木　

浩
二

谷
口　

睦
生

松
永　
　

寿

白
土
美
恵
子

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

牛
田　

清
博

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

稲
垣　

雅
弘

外
山　

鉱
一

清
水　

俊
安

訴えの提起について（市営住宅明渡し等請求事件） 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×××○議

長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○
訴えの提起について（前新田旧排水機場明渡し等請求事件）可決○○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○×××○ ○
刈谷市手数料条例の一部改正について 可

決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××○○ ○
令和３年度刈谷市一般会計補正予算（第２号） 可

決○○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○×××○ ○
ゼロカーボン達成に向けた取組みの推進に関する請願 採

択○○○○○○○○○○○○○○○○○×××○○○○○○ ○
75歳以上の医療費窓口負担の２割化をやめるよう国に
意見書の提出を求める請願

不
採
択×××××××××××××××××○○○○×○○○× ×

消費税率５％への引き下げを国に意見書の提出を
求める請願

不
採
択×××××××××××××××××○○○○×○○○× ×

核兵器禁止条約に日本政府が署名・批准するよう国に
意見書の提出を求める請願

不
採
択×××××××××××××××××○○○○×○○○× ×

６月定例会提出議案の賛否
賛否が分かれたもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4

について掲載します。（○：賛成�×：反対）

建
設
委
員
会

　
公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問　
公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
便
器
設

置
棟
数
と
洋
式
便
器
数
は
。

答　
洋
式
便
器
設
置
棟
数
は
公

園
緑
地
課
で
所
管
す
る
ト
イ
レ
全

１
６
０
棟
の
う
ち
多
目
的
ト
イ
レ
を

除
い
て
28
棟
、
洋
式
便
器
数
は
、
全

２
６
８
基
の
う
ち
74
基
に
な
る
。

問　
全
て
の
便
器
を
洋
式
化
す
る

の
は
い
つ
頃
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
今
年
度
策
定
す
る
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
改
修

計
画
の
中
で
、
建
て
替
え
も
含
め
た

整
備
方
針
を
定
め
、
整
備
に
要
す
る

費
用
や
順
序
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

　

そ
の
他
「
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
づ

く
り
」「
市
内
幹
線
道
路
の
無
電
柱

化
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　
さ
く
ら
保
育
園
北
園
舎
の
一
時
活

用
の
終
了

問　
北
園
舎
の
園
児
数
は
。

答　
６
月
１
日
現
在
で
、
０
歳
児

が
１
人
、
１
歳
児
が
15
人
、
２
歳
児

が
14
人
の
計
30
人
で
あ
る
。

問　
潜
在
的
な
待
機
児
童
で
あ
る

保
留
者
は
何
人
か
。
ま
た
、
認
可
外

施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
は
何
人
か
。

答　
４
月
現
在
の
保
留
者
数
は
71

人
で
、
こ
の
う
ち
認
可
外
施
設
を
利

用
し
て
い
る
人
は
53
人
で
あ
る
。

問　
跡
地
の
活
用
方
法
は
。

答　
公
園
と
し
て
利
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

そ
の
他
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
補
正
予
算
の
主
な
事
業

は
８
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん


